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て「１３７段」があげられる。本段は、本書中、最長の長さを持つ段であり、上下二巻のうち、下巻の冒頭に位置していて 『徒然草』が世間の評判を集めたきっかけとなった段として知られている。しかし、本段のとらえ方については、様々な見解があり、その評価も一定していない。本段を見直すことは、 『徒然草』全体の再評価にもつながることであり、意義あることである。そこで 本稿では 『徒然草』中での、１３７段を吟味し、そこで確認された問題点をとりあげ それらにつき、先学の論を踏まえ、さらなる分析を行い 問題点を解明し さ には本書全体を
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 万の事も、始 終りこそをかしけれ。男女 情も、ひとへに逢ひ るをばいふもの は。 逢はでやみに 憂さを思ひ、 あだなる契 をかこち、長き夜をひとりあかし、遠き雲井を思ひやり、浅茅が宿 昔をしのぶこそ、色好むと 。
 
③
 望月 くまなきを千里の外までながめたるよりも、 暁近くなりて待ち出でたるが、いと心深う、青みたるやうにて、深き山の杉の梢に見えたる、木の間 影、うちしぐれたる群雲がくれのほど、またなくあはれなり。 椎柴・白樫などの濡れたるやうな 葉の上に らめき るこそ、身にしみて、心あらん友もがなと 都恋しう覚ゆ 。
 
④
 すべて 月・花をば さのみ目にて見るものかは。春は家を立ち去らでも、月の夜は閨のうちながらも思へるこそ、いとたのもし をかしけれ。よき人は、ひとへに好けるさま も えず 興ずるさまも等閑なり。片田舎の こそ、色こく万はもて興ずれ。花の本に 、ねぢ寄り立ち寄り、 あからめもせずまもりて、 酒飲み 連歌して、 ては、大きなる枝、心なく折り取りぬ。泉には手・足さし浸し 、雪にはおり立ちて跡つけ ど、万の物、よそながら見ることなし。
 
⑤
 さやうの人の祭見しさま いとめづらか りき 「見ごと、いとおそし。そのほどは桟敷不用 」とて 奥なる屋 て酒飲み、物食ひ
囲碁・双六など遊びて、桟敷には人を置きたれば、 「渡り候ふ」といふ時に、 各肝つぶるるやうに争ひ走りのぼりて、落ちぬべきまで簾張り出でて、押しあひつつ、一事も見もらさじとまぼりて、 「とあ 、かか 」と、ものごとに言ひて、渡り過ぎぬれば、 「又渡らんまで」と言ひておりぬ。ただ、ものをのみ見んとするなるべし。都の人のゆゆしげなるは、睡り いと 見ず。若く末々な は、宮仕へに立ち居、人の後にさぶらふは 様あしくも及びかからず、わりなく見んとする人もな 。
 
⑥
 何となく葵かけわたしてなまめかしきに 明けはなれぬほど 忍びて寄する車どものゆか きを、 それか、 かれかなど思 寄すれば、 牛飼・下部などの見知れる あり しくも きらきらしくも、さまざまに行きかよふ、 る つれづれならず。暮るるほどには、立て並べつる車ども、所 く並みゐつ 人も、いづかたへ 行 つらん ほどく稀に成りて 車ども らうがはしさもすみぬれば、簾・畳も取りはらひ、 目の前にさびしげになりゆくこそ、 世のためし 思ひ知 れて、あはれなれ。大路見たるこそ、祭 た にてはあれ。
 
⑦
 かの桟敷の前をここら行きかふ人の 見知れるがあまたあるにて知りぬ、世 人数もさのみは多からぬにこそ。この人みな失せ ん後、我が身死ぬべきに定まりたりとも、 ほどなく待ちつけぬべ 。大きな器に水を入れて、細き穴をあけた んに ただる事す なしといふとも、怠る間なく漏りゆかば、やがて尽きぬべし。都 中に多き 、死なざる日はあるべからず。 一日に一人、 二人のみ らんや。 鳥部野・
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14、 「いとめづらか りき はどのような評価か
 













































「花」 「月」は自然美の代表。 「花」 「月」 「さかりに」 「くまなき」を














































































歌をはじめ、 『浅茅が宿に昔をし ぶ』歌にいた まで、恋の歌は べ
 
















二千里外故人心」 （ 『白氏文集』 ）をあ
 
げる。 「 『椎柴・白樫などの濡れたるやうなる葉の上にきらめきたる』月の光の発見は独自のものと見るべきであろう。ここには、和歌からはなれて歩みだした美的世界を見る思いがするのである。しかもそれが、 『望月の隈なきを、千里の外まで眺めたる』とい 、白楽天の詩句『三五夜中新 色
 
二千里外故人心』を想起させる風景との比較にお












と詠んだ呼びかけ 同じく この情緒のわかる人はわずかであろういう自負の念を、より多く考えるべきである。 （ 『鑑賞 批評』 ）とある。 これに従いたい。 兼好が能因と同等の感動を抱いたこと 確かで、
19
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自分を能因と同等の位置におくほど、自分の発見した美とその美意識に自信を持ったことが表現されているのは間違いない。
 

















ねる。ただ、 「中世的な余情論」 ついてはそう さしつかえはない。さらに、 「月や花を目だけで もの はない、とは結局心の中に定着してい 花や月の姿を思いうかべて味わうことであろ 。そしてその心の中のイメージは 実体験のみ ら成 も ではなく、古典世界を通じて形成 れてきたも である ずであ 。和歌や物語 描





半部、 「兼好の美 識」が 「古典の世界を通じて形成されてきたもの」で、それに加えての「実体験」から「好ましい自然の姿を選択 てきた」というこ であるなら、理解 きる。テーマめいたこ 一文は、１を受けて発展したものと考える。 「対象 ら、 見方へ」 いうことだ。
 





がつきない、その心境をたのもしといったのだ』 す 。こ 説がも
 










「をかし」 言ったので この二語は対等 あり、類義語で 。
 









































 ※内容的には、この④までが、大 一つの まりとなってい 。
 
























珍奇である 風変わりであるぐらいに解し よいであろう。 」 （ 『全注
 












漂う気分などを味わおうとする余裕がないというのである。 」 （ 『諸注集成』 ）とあるが、そのとおりであって、片田舎の人 即物的な姿勢を否定しているのである。 これは④の冒頭の 「さのみ目 て見るものかを、当然ながら受けている。
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は、実際に寝ているのではないだろう。もしもそうなら、否定的評価につながるのが普通である。これは「都の人」の、淡々とした見物の態度を高く評価している文脈であるから、 「眠っているよ な態度」 がよい。ついで ら、 「いとも ず」は、積極的に見ようという姿勢を示さな ととらえたほうがいよ 。
 







前者は「まだ夜があけきらないころあい」 （ 『全集』 ） 、後者は「日の
 









は、光り輝くさまである。美しく飾ってある。 」 （ 『全注釈』 ）とあり、
 














移入され 高い評価ということにな 本段 「あはれなり」と
 
かし」の使い分 はそ よう なっ い
 




















 ※⑥そのものは、⑤の冒頭 受け 、 「大路見たるこそ 祭見たるにて






「しばらくでも、この世をのんびりしたものと思えようか。 」 （ 『全
 


















月はくまなきを見るも は」である。そこから⑥まで美的態度を一貫して述べてきた内容が一転して、死を凝視する内容となる。これは冒頭の一文を記したときから、意図していたことなの 、それとも連想の発展で結果的にそうなってしまったのか、 どちらととるかにより、『徒然草』の本質も見直されることに 可能性が
 



















































である。先学は異口同音に、 『徒然草』の本質、兼好の美意識を考えるときに、絶対避けて通れないのが本段だ、と述べてい 。 の骨格をなすのが、冒頭の「花はさかりに」 （①）の一文である。と ろ 続く②から文が進むにつれて連想の発展が見られ、 最後の⑦ い っては、 「冒頭部分の、和歌的なものをふまえた発想・修辞の数々から展開し き
24
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の果てに到達したところの間隙の大きさに目を見はらざるを得ない。 」（ 『鑑賞と批評』 ） 言われるほどだ。本段の最大の問題は、⑦をどう位置づけるかということである。
 
 






























では⑦にあたる） の死＝無常の世界が結びつくのは、 従来 説 ように、単純に、美を死が支配していると う説明か では理解できない。こ前半と後半部は、共に不在につ て語っており、その不在性がこの二つの部分つまり一三七段全体に一貫する主題であるからに他ならな のである。 」 （ 『講座第三巻』 ）
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以上、代表的な先学の、１３７段の構成、特に①～⑥対⑦の関係に対
し、論じている部分を取り上げた。各論ともに、表現は異なるが、総じて⑦が唐突に出現したものではない、 という方向性であることがわかる。ただし、４の「美学の問題がまったく排除されている」という見解には要注意である。 今は 「排除」 を 「無関係」 の意として受け取らないでおく。
 
 「 （本書の傾向として）和歌的なものから生活感情的なものへと、思考




と言えよう。徒然草のあの序段は、それ故 こ 作品にとって決定的意味を持ち、兼好の意識構造とのかかわりと て、捉えなおさなければならないはずである 」 （ 『講座第三巻
』 ）という三谷の論は面白い。序段
とは、周知の「つれづ な まま 、日くらし 硯にむかひて、心 うつりゆくよし し事を、そこはかとなく書きつくれば、あやしうこそものぐるほしけれ。 」 （ 『全集』 ）のことであ 序段は全体 方向性を示すものとして看過できない。下巻の冒頭の１３７段と同様に重要で る。注目したいのは、 「そこはか なく書きつくれ やしうこそものぐるほしけれ。 」 部分である ここで、 唐突だが、 次 ような文を引用す「 『自分たちの心のなかにある思い』 いう も は 実 ことばよって『表現さ る』 同時に生じたのです。と言うよりむしろ こばを発したあとになって、私たちは自分が何を考えていたのかを知る








それはまさに和歌という古典を背景にした美意識の表現であるが、 こから②の 「万の事も、 始め終りこそをか けれ 」 が導かれる。 私見だが、この文は、本書最末尾の段（２４３段）の、父への「仏問答」と関わりがあると、考えている。
 
この②は和歌から物語という古典を背景 置く。それを受けた③では
漢詩を対極に置き 兼好自身の、体験による美観が述べられる。さらに④の「すべて、月・花をば さのみ目にて見るものかは。 」 美意識の方法へとつながり、そこで、 「よき人」対「片田舎の人」 、 「片田舎の人」の行動を中心に無風流な人間 愚かさが描かれる。
 
さらにダメを押すように⑤の祭りの内容へとつながる。この祭の様を
兼好が実体験したことは、回想の助動詞「き」 存在により明らか あり、この体験が兼好に本段を記させるきっかけになった だと強調しておきたい。⑥は、祭のよさは「始め終り」だ ②を具体的 反芻する。ところが兼好の筆 そこでとどまら かった。その原因 段落末 「目の前にさびしげになりゆく そ、世のためしも思ひ知られて、あはれなれ。大路見たるこそ 祭見たるにて
はあれ」という文を記したことにあ












愚かな田舎者の祭 物という実体験があり、さら 根底に 「 」を常に考える彼の「人生観」があったのである。これを即、 「無常観」と結びつけるのがよいかどうかは今後 課題としたい 「しばしも」の一文は、世の中の人びとへはもちろん、自分への戒めになっている である。
 















3） 『徒然草の鑑賞と批評』 （明治書院・桑原博史） 。以下『鑑賞と批評』と呼ぶ。
 
（
4） 『徒然草全注釈下巻』 （角川書店・安良岡康作） 。以下『全注釈』と呼ぶ。
 
（
5） 『兼好とその周辺』 （桜楓社・藤原正義） 。
 
（
6） 『徒然草諸注集成』 （右文書院・田辺爵） 。以下『諸注集成』と呼ぶ。
 
（




8） 『徒然草を読む』 （岩波書店・永積安明） 。
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